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地方博物鮪を老える⑭

視聴覚

博物鮪に力ける視聴覚的資料、とくに映像

の活用は、いまや不可決の事柄になりています。

ことに、国立民族学博物鯨に力ける'ヒテ

オテーク、の成功は、そうした傾向を一層強

めたように危1、われます。

国立民族学博物館のように独自の袋置を新

たに開発し、30岼耐頂もの映像のなかから矧客

か白由に番組を選びだせるような施設は、地力

博勃頂官ではとうてい七ツトできません。しかし

各博物鮪では、テーフやスライドを活用しな

がら、剛U刻長示に大いに取りくみつつある。

というの力旺見状であります。

* *

博物館において映像を利用する方式はいく

つか考えられます。

ひとつは贋示場で、他の展示物ル同じ位置

で映像を祝ることができるようにビデオやス

ライドを七ソトする方法です。

この場合は、ま・ず第・ーに音響をどう処理す

るか、という点が闇題になります。映像をみ

てぃない観客への影響が心配なわけです。ま

た、映像をみる観客が動きを停止することに

よって動線にどう影響するか、という"長も気

か力辻)です。さらに、動きのある映像が、静

止している展示資料よりも観客に強くアビ

ルして、主客転伊ルてしまうぉそれもある

力けです。

そこで、もうーつの方式として、映像を実

物燃ポの場ときりはなして、独立した場所を

つくりだtという力'法が採用され、困立民族

j汁導物鯨などで成功しているように足1、力1ほす。

00

袖戸市立博物鮪では、製示室の火きさや動

糾W)1瑚係から、後名のノj式を採用し、ビ子オ

ディスクと VTR を仙?て燃示郵辻は別のと

ころで笑物展示かU■難な t,のを重"C餉勺に映像

化しています

たとえ'ば、゛空からみた力が11・j・杣i・i.と

いうような都市1;H説を空からとらえた番紲、

才市木家作'セゞⅢ1治の1儿kY:建築ゞん色ナ球古'」貞

と・」、1}1]・!fj貞、 U)上う 1ι小jJ かせなし、赳11亦・〕逃1'

と 展
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各映像で紹介する番組、洋申戸人形ゞ有,「§人形

筆、のように特産品,の製作工程在紹介する番

組J長則神社古式追傑式ゞ淡河八蟠神社御弓

神事、のように、動きのある祭礼の様イ・を紹

介する番組、さらには、昭例_咋刀期の1駈m11兜師

に映された風条と現在の風条とを対比させた

Υψ戸・社j角の今昔゛といったように、さまさ

まな角度から芙物屡示を補うような番紕を製

作しています。

番組の長さは 1本が約7分です。観客がそ

こにとどまる時問を5~7分とみているbけ

です'、それを越えると観客が席を立ってしま

うことが多くなるからです。

今後も、番組をできるだけ増やしてゆきた

いという希望をもっていますが、鮮W)自主製

作は経費的になかなかゆるされません。 1年

間にせいぜい数本ですが、今後もできるだけ

白主番組の製作に取りくみたいと考えてぃます。

0 0

神戸市立博物鯨では、映像を利用したもう

、、●尾、、●、、1、

、

コーナーを

゛

設けています。

ここでは神戸の話題や歴史の問題をモニ

ターテレビで放映し、各席に備えつけられた

ヘッドホーンで問題を聞きなか'ら押ポタンで

解答をする。そして即座に正誤が力かる、と

いうわけです。 1 闇題が約 2分、 5 問で10

分程度でクイスを楽しむことができる力けで

す。今後は、半年か 1年毎に闇題を変えなか

ら紕けてゆきたいと吉えています。

00
ど1

神戸市立博物館にはもうー'つリ艸る.コ

ナーというのがあります、

ここでは、縄文士器、弥牛士器、須恵器、

W悼兪などき辿オ妾さ力り、 1何鐸ν)1誓色き聞ける

ようにしています

とはいえ、士器やナ1ル1'の本物をケースから

とり庁ル、ぐ直按さ bりていただくという bけ

にはゆきませんので、」_1器やⅢ門楡山レフり力

、付娯山lii1 し t,ので迎町乍し、ぐ利川してい心を

bけで・J、紕文_k器や弥生1瓣は、大片山人

ーナーとして'考える
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克 人と同じように手づくりで、野焼きで仕上け

ましたので、本物そっくりの手触りを体'験して

いただけますし、須恵器も古い窯と同ヒよう

な窯を築いて焼き上げましたので色合いも

感触も本1勿そっくりにできています。

また、銅鐸も合金の割合も形も木物と同じ

ように製作しましたので、弥生N寺代の音色を

楽しんでいただけるという力けです。

人れることは厳密な意味では問題があるかも

しれませんが、今後はこうした観客が直按も

のに'、れるコーナーというのも増やしてゆか
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咋小戸小ゞけ専物締学艾課長)

▲、あなたは何問答えられますか、(学習室)
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▲講演会(講堂)

畜

.

●加一

よフ。

以上が、現在神戸市立博"が゛かリ訪匝してぃ

る視聴覚屡示の状況ですが、展ポと関係深い

ものとして,◆堂に1偸m映写機とスライトΥ)映

写機を七ソトしています、これらの器機は,"

演会等で活発に利用してぃますが、映画の白

主製作までにはまだいたってぃません。

* *

最後に、祝聴覚関迎の行事を t,うー,つ紹介

しておきましょう

▲、弥生時代の音色を聴いて下さい.(同上)

ーナー
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▲、さて、どの番組を選ぼうか、(同上)
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口

・階ホールの二畍まで吹き抜けの空問を利

用して行ってぃます。音鴛岐力果の関係でオ

ケストラというわけにはゆきませんが、小

規模な合奏や独奏で音楽ファンを楽1_ませて

います。展示とは直按関連しませんが、博物

鮮iの落打いた券1川気を利用し、新たな皿吽勿鮮

ファンの開拓に火きな効果をあけてぃるよう

に恕、力れます

このようなコーナーを
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六斎念仏用具につぃて
一館蔵品と西迎寺管理の六斎念仏太鼓を中心に

',゛",゛.゛,,.,'●.●".'゛','."'."'.',,.",.●゛'."'.,,"'.i".,,'."'."●.',●,'.●",●",,●1,,",●',,゛●"'●,,,"゛,,●"゛
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館蔵品中で稀少かつ貴重を資料として挙げ

ることができる六斎念仏用具とくに念仏太鼓

につぃての紹介と、この用具から展開し得る

大和とくに奈良市域の六斎念仏太鼓職人の存

在について触れていくことにしょう。

* *

まず、館蔵品である六斎念仏太鼓について

窺っていくことにする。この念仏太鼓は、奈

良市佐紀町の六斎念仏講け也元では単にネン

ブツコウと呼んでいた)が所持していたもの

であるが、昭和郭年12月に地元の当時区長で

あった村田善一氏の尽力と講中の方々の好意

によって寄賠されたという経緯をもつもので

ある。そして、往時この太鼓と共に六丁の念

仏鉦も地元の光明寺に保管されでいたが、そ

の内念仏鉦二丁を含めた寄贈を受けることが

できた。この佐紀の六斎念仏用具は、後述す

る秋篠町の六斎念仏(西迎寺)や、法華寺町の

六斎念仏(極楽寺)と同様に、太鼓念仏と鉦念

仏で唱名していたことを価嶋正するものであり、

大和の六斎念仏を検討していく途で貴重な資

料である。収集当時寄贈いただいた念仏鉦の

裏面外周縁に陰刻されていた銘文の一例を挙

げると、
f jr ] i11 1

爲玄蕭童子井天明二f寅天七月

常福寺村彌右衛門寄進之者也

と記されていて(資料番号K1281)、江戸時代

後半にはすでに佐紀のムラの六斎念仏が存在

し、かつ活躍していたことを知る。このこと

はともかく、次に佐紀町の六斎念仏太鼓の特、

色、法量などを記載することにしょう。

**

六斎念仏太鼓・採集地奈良市佐紀町

(1)資料番号K 1283 ①法量φ 31.60m W32.30m

回重さ2,2309 四様式炯部木製・両端皮張

●色張茶色(木部)および賠灰色(皮部)困

欠損部分張皮円周部破損

この太鼓の胴部内イ則面には、次のような

墨書銘がある。この墨書銘の検止.は、同資

料の張皮部分の破損によるものである。銘

文は 4 列に「奈良市」「太鼓商」「細工人」「中

井弥匹映玲とある。

(2)資料番号K 1284 ①法量φ 30.20m W32.20m

回重さ2,4209 6様式胴部木製・両端皮張

②色調茶色(木音Wおよび暗灰色(皮割り困

欠損部分張皮円周部破損

この太鼓も小と同様、張皮破損によって

胴部内面に墨書名があることを確認、し得た

のであるが、銘文は小と同文で4列に亘る

ことか溪見えた。

(3資料番号K 1285 ④法量φ 30.30m W31.60m

回重さ1,285g ⑳様式胴部木製・両皮張

②色調茶色(木音山および暗灰色(皮部)困

欠損部分なし

この太鼓の張皮部分には欠損部分がない

ため、銘文の有無確認は不可能であるが、

おそらく住12}と同様な銘文があると考えら

れる。

岼)資料番号K 1286 ①法量φ 32.5師 W31.60m

@重さ2,490g @様式胴部木製、両端皮張

②色調茶色(木製)および暗灰色(皮部)困

欠損部分張皮円周部破損

この太鼓も旺12)と同様、張皮破損によっ

て次の墨書銘が確認し得た。すなわち、

奈良市畑中

太鼓商

細工人

中井弥四郎

という銘文で、 112)と若干異なり、「奈良市

畑中」とある。この銘文によって、太鼓商

中井弥四郎という人物の所在が明らかにな

つたといえる(傍点一奥野)。

(5資料番号K 1287 ①法量φ 30.60m W32. km

@重さ2,460g 四様式胴部木製・両端皮張

合色調茶色(木音山および賠灰色(皮部)困

欠損部分なし

この太鼓の胴部内面には、墨書銘がある

と芳えられるが、張皮の欠損がないため、

銘文の有無の確i忍は不可能である。

{6資料番号K 12認①法量φ 32.]om W30.90m

@重さ2,3]5g @様式炯部木製・両端皮張

③色調茶色(木部)および暗灰色(皮部)困

欠損部分なし

この太鼓(,13×5)と価件隶に墨俳銘の有1皿を

奥野義雄

( 3 )

以上、念U、太鼓6 点の法量、色胴、+隶式な

ことができな

.
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どを窺ってきたが、ここで興味深いことは胴

部内面の墨書銘である。この胴部内面に墨書

された銘文から太鼓の細工人が「奈良市畑中」

在住の「中井弥四郎」であり、「奈良市」と記

載することから、この太鼓の製作年代の上限

を奈良市制以後すなわち明治31年以降と設定

し得るのである。(この点については後述の銘

文で明らかである)。

さらに、この太鼓の胴部内面の墨書から、

これと同様な念仏太鼓を所持保管している奈

良市秋篠町の西迎寺の念仏太鼓の胴部内面に

墨書されていた銘文が想起されてくる。この

秋篠の六斎念仏太鼓とその墨書銘について次

に触れて、佐紀の六斎念仏太鼓および墨書銘

と関連させなか'ら、若干素描していくことに

したい。

N

Υ

、

^
.^

▲念仏太鼓
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**

奈良市秋篠町の六斎念仏講はすでに絶えて

久しいが、この講中の所持していた用具には

念仏鉦と念仏太鼓があり、同地にある西迎寺

が管理してぃる(奥野義雄「大和の念仏講」

『まつり』第39号所収、同書参照)。この念仏講

用具としての念仏太鼓が、同時に6点保存さ

れてぃて、完形品がほとんどなく張皮が破損

し、胴内部に墨書されていることがわかるの

である。この念仏太鼓の一点に、

中井弥四郎明治三十五年

という銘文がある。この「中井弥四郎"とい

う人物が、前述した館蔵品の念仏太鼓にみた

墨書銘すなわち「太鼓商細工人中井弥四

郎」と同一人物であることは大過ないところ

である。このことは太鼓商細工人である中井

弥四郎の交易範囲を示唆するとともに、秋篠

の念仏太鼓のーつが明治年・問に開整されたも

のであることが窺える。

このように念仏太鼓のもつ宗教的要素とは

異なり、ここではこの要素に附随した物質的

要素の一端を試みに提示したにすぎない。さ

らに、この吽妨としての念仏太鼓の交易圈だ

けでなく、 1麺村およびその集団についての視、

点やこれらを含めた歴史的視座も今後の課題

として横たわっている。これらの点を提示し

かつ念仏鉦については後日検剖、することとし

て結びとしたい(小チ高では太鼓の橦木につい

ては略したことをことわって力く)。
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かって、奈良県下の農村において、どのよ

うに正月行事がいとなまれてぃたのであろう

か。この「民俗博物館だより」の大和の年中

行事シリーズでは第 1回目に「正月迎え」が

記され、若干ではあるが正月行事を紹介して

いるが、その後あまり触れられていないので

今日、元旦を中心とした正月行事について記

すことにしよう 0

**

コトハジメと言うことぱが関西にあっで、

12月13日に、多くは芸人か'師匠の家にあいさ

つにゆく風習を言うのである。これは、正月

の祝い、あるいは正月の準備始めと解されて

いるようである。この頃から正月を意識し、

正月の準備が始められるのである。奈良県下

においても、コトハジメの日から正月の準備

巻するところもあるが、ところによってはま

だこのころ農作業、特にウスヒキにあわただ

しいところもあったようである。 10月稲刈り、

脱穀、Ⅱ月には麦の種まきをすませ12月にな

つてウスヒキをするところが多かった。この

ためか、奈良盆地北部では春日のオンマツリ

まで(12月17日)、南宮1父よ長谷寺の仏名会まで

a日暦12月8日・新]月8日)にウスヒキき終

えねぱならぬとされていた。このことはこの

オンマツリ、仏名会から正月の準備が始めら

れると言うことになる。実際、このオンマツ

りや仏名会には正月用の市が立ち、近架防丘在

の人々が集り正月に必要女もの在買ったので

ある。このように奈良県下では正月準備は、

つまり正月を意識し始めるのは12月の中句↓リ、

降ということになろう 0

さて、正月準備とは、その主要な仕事とし

、

て、正月の神を迎えるための家の内外の掃除

である。吉里予君Bではイロリの火かえなどもこ

れに当る。また、餅つきや正月に食べる物の

準備や買い物などがある。そして次に、門松

やシメナワの準備などがあげられる。奈良県

下では12月中旬からa)1吊除②買い物③滄并

つき④正月の飾りなどの順で正月準備か

行われる。

**

12月中旬から大晦日にかけて加速度的に正

月準備が行われ、特に28日以降、家の人々は

正月左迎えるための準備であわただしい毎日

が続く。大晦日には、門千公、シメナワの飾り

物や、また村内の道や氏神の参道に白砂をま

くところなどもある(奈良市、天理市)。

これら、正月準備左する人々の心の内は、

正月には何かがやってくると信ヒてぃるよう

でもある。このことが良くわかるのは東山中

のフクマル迎えという風習によってであろう。

このフクマル迎えは、大晦日各家々や、村の

中において人を焚く行事であり、その火の明

りによって正月の神在迎え込むとされている。

たとえば、室生村深里予において、タ亥Ⅲこ座

敷の障子を全部あけはなし、その見えるとこ

ろにフクラソの木に藁・一束を井卜け、それを焚く

クマルコノコオーと大"ワるので 司
二

」0

声で1呼びたて、フクマルか座敷へ入ったと判

断した時障子をしめるという風習が今も続い

ているのである。この風習は山添村でも良く

残っており、家の入口にユズリハに御飯をの
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、

せて供え、その脇で藁をもやして、その大を

家の中に持って帰り、イロリの火とするので

ある。

これらの風習在兒でいると、外から正月の

神がやってくると信じられていたのであろう。

大和の偲謡の中に

正月さんどこまで

あの山のどこまで

と言うのは、正月の神さんは夕卞からやってく

ると信じていた表れであろう。

さて、大晦日から元旦にかけ私達はどのよ

うに正月を祝ったのであろうか。少なくとも

今日のように神社仏閣に名人数が初詣をする

という風習は、以前はあまり見られない。初

詣はせいぜい氏神さん程度であったであろう。

かつて、神社仏閣に参るとすれぱ火をもら

いにゆくナ易合が多かった。これはフクマル迎

えの人もそうであるが、神聖な火を雑煮を炊

く種火とするためである。雑煮を炊くために

は、普段の大と異にして、神聖な火を必要と

したのである。

雑煮は神聖左火で炊かれると同時に、神聖

な水も必要であった。水はワカミズと呼ぱれ

井戸や川などに元旦になった早朝まだ暗い時

にくみにいった。これら神聖な火や水は、み

な男(家の主人)が凖備したものである。これ

らのことから、雑煮はあきらかに普段とは違

う特別な儀礼用の食事と 言 うことか'いえる。

先に、正月にはどこからか神がやってくると

信じられていたようだと記したが、雑煮はこ

の神にささげる供物であり、神人共食の料理

であった。

雑煮を炊くのも男であった。雑煮は大根・

里芋(コイモ)・豆腐・昆布などを入れ、Π未喩

によって炊かれたものである。この雑煮に餅

を入れて食べるのである。雑煮はところによ

つて色々なもの左入れる。山添村では里芋の

かわりにイモのオカシラ(ズイキイモ・トーノ

イモ)といって大きな芋を雑煮に入れる。雑

煮斉炊くのは、元旦の"音いうちである。炊き

終力るとー・同起きて、正月の祝儀として祝う

食事となる。

元旦の食事になる前に、イタダキの膳と称
■き

するものを、家中の者がその年の明の方向に

さし出,して礼をするのである。たいてい、イ

タダキの膳は床の問に供えられ、足の高し明善

で、上に餅・吊カキ・ミカン・昆布・ヒシ・

カチンポなど巻のせてある。また、ウラジロ杏

しき、その上にコージミカン・トコロ・クリ・、

ほし柿・ユズソバ・オシモチ 5個左ならべ、
あき

床の問の前でその年の明の方へ1手するようで

.

'
.

,

.

ー^

,!犀_^^..

^

.鳳

',

^

-1僧、.・、・、'
"、.ず゛,,:

,'、ー・寺

■^昆、

.、'ー

鼎駒テ.'、ニ".,.'・、

」

'カドマツ(室生村深野)

1●

^

^'曳、
加瓢」建t

^

ある

マデ生キテンカ」と三回Π昌えるとも言う。

このイタダキの膳がすんでから、雑煮左食べ

る。雑煮のおかずは、数の子・田作り(ゴマ

メ)・黒大豆・酉乍ゴポウ(ハリハリ)・棒ダ

ラなどが重箱や瀬戸物の重ね鉢に詰められて

食せられた。

雑煮左食べてから、家の者はまた寝るので
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▲イタダキの膳仙添村勝原)

ある力

れたのである。かつての正月は戸売閉めきり

家の中各1啼くして、ひっそりとすごしてぃた。

村中、この正打元日.には静かであったのであ

る。これは三ケ日のナ易合が名いが、松の内は

『高取領風習問状答』の中には「奈良・利狐1・高

取は七目「小泉・芝村は四日」「柳本は六日ヨ

と記されている。

このように正打行事をみてゆくと、かつて、

は、正打の神を家の中に迎え入れ、その神と

いりし上に松の内のあいだひっそりとすごし

ていたのである。そしてこの正月の袖に洪え

るのが耕煮であワて、家族は正月の神といっ

しょにず1晏:していたのではなかろうか。
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フイ

副業としてのフゴ作りについて

ルドノ

稲藁を使用した藁細工は、少し前までは多

種多様にあり、日々のくらしの中で至る所に

みることができた。その中で、農作業用のミ

ノ・莚・フゴ等の地域的差異を中心に調査し

ていく過程で、自家用だけでなく、副業とし

ての藁細工が、かつては奈良盆地ではかなり

盛んであったことがうかがわれた。そこで今

回は、副業としての藁細工の中から、特にフ

ゴに焦点を当てて、調査の中間報告をしたい

と,周、う。

しかし、ーロにフゴといっても使用目的に

より、大きさ・形・作り方等が異なる。作り

方は大別すると、莚状に織る場合(ただし、

片織りといって、莚のように織機の両端から

藁を入れるのではなく、藁の切り株イ則を一方

にそろえて片側からのみ藁を入れて織る方法)

と、俵編機を使って編む場合があり、作り方

から使用目的をみると前者は穀類・野菜・果

物等を、後者は野菜・果物・道具・弁当等を

入れることが多かった。

では、副業にフゴ作りをした事例として、

まず、「ダイゴフゴ」と呼ぱれていた橿原市醍

酬町のフゴをみていくことにする。ここでは

昭和30年代前半まで、米4斗入り(直径約80卯

高さ約40cm)のフゴ作りをしていた。
ぱた

作り方は、フゴ機で、藁を約50把使って厚

く延状に片織りした。経糸にする縄には、開

口部は太縄2本・中央部は細縄12本・底部は

五分縄8本で、合わせて藁を約30把使った。

莚状になったものを外で干してから、莚の両

端を合わせて、残しておいた経糸でとじ、底

部の耳(藁のスエの部分)をまとめてくくっ

て仕上げた。 1日に 1荷(2個)ぐらい作った。

昭和10年頃の 1日の手問賃は、縄ナイで80

銭から]円、フゴ 1荷で 1円から 1円5嘘斐で

あった。縄ナイ機を使用するようになったの

は大正末から昭利初期にかけてである。縄ナ

イは冬の農床祺小二した。ワゴ用の莚織りは 8・

各家により、明日香村祝戸や御所・高田・ 吉

野方面の荒物屋へ売りに行ったり、桜井市江

包等にフリ売りに持っていく目的で購入に来

た別の村の人に売ったり、自家用にするため

に買いに来た人に売ったりしたという フコ0

問屋はなかったが、昭和10年頃、一時、フコ

組合を結成し、ダイゴフゴと製品に擦り込ん

だことがあるとのことであった。このほか、

米1石5斗入りの大フゴを、大正中頃から昭

和10年頃まで、注文に応じて作った。これは

この時期に植えたアサヒホという晩生の品種

の稲穂が特別に長いので作れたのだという。

しかし、穂が長いと強風等に弱いので、次第

に穂の短い品種に改良されていった。

次に、広陵町沢の例をあげよう。ここでは

戦後、副業としてのフゴ作りが盛んになり、

昭和32~ 3年頃まで続いた。フゴの大きさは

直径約60m、高さ約40飢である。作り方は、

長さ150om、幅40om程の莚を、藁を約15把使っ

て薄く片織りし、残した経糸で莚の両端をと

じ、底をくくった。紐は注文に応じてつけた。
】 1)5 しち

材料の藁は粳藁を使った。糯藁は粘り気があ

るので家庭用の縄やシメナワ作りに使ったと

いう。藁は、秋に田でスズキにして干してお

いた。スズキは、カコ(稲穂を干すときの檜

の足場木)を芯にして、その周囲に藁のシヒ

をおいた上に藁束を重ねて作った。そのまま

藁は年を越してから、「寒上げ」といって、寒

の内に家に持って帰り、ツシの2階に保存し

た。沢にはフゴ問屋があり、沢は勿論のこと

徳田陽子

(フ)

▲フゴ(編む)

縱りだけなら 1日に 2 人がかりで9 枚ぐらい

織ることができたという。出,来上ったフゴは

9 H にし ニフ
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令
同じ北葛城郡上牧町新村・河合町佐味田、磯

城郡三宅町伴堂・川西町唐院等から莚状にな

つたものを買い取り、問屋の近くの農家に頼

んでフゴの形に仕上げたという 0

問屋では、農家で冬の農閑期にまとめて作

つてもらい、トタン葺きの倉庫に保存してお

いた。こうして集めたフゴは、和歌山や泉州

等へみかん・玉才、ギの運搬用に出荷した。河

内へもジャガイモ・サッマイモの入れものと

して売ったということである。

沢の場合、戦前は薄莚絲方績工場の梱包用

莚)を織ってぃた。沢の大字内に、沢の莚を

まとめて買ってくれる問屋があった陣折妾の

フゴ問屋とは別である)。タ方になると、その

問屋で 1 荷(莚20枚)を 1円から]円50銭の

現金と交換してもらった。しかし、この問屋

は沢の莚だけを取り扱う小規模なものであり

河合町佐味田で大規模に莚問屋をしていた上

村家の方が高値で買ってくれる場合は、佐味

田まで持っていく人もあったという。それが

戦後、紡績工場が不景気になり、又、ダンボ

ル箱が普及し始めた頃から、同じ莚織機を

使って作れるフゴにかわったのである。

以上、副業としてのフコΥ乍りに共通してい
土大

えることは、莚織機、あるいはフゴ機を使っ

てフゴを織ったということと、昭和30年代前

半に需要か浜奴咸し、衰微していったというこ

とである。つまり、副業としてのフゴは、編

みフゴではなく織りフゴがキかったという こ

とがいえる。特に、ダイゴフゴの場合は、藁

を多く使って厚く織ったので手問がかかり、

自家製よりも購入の方が場合によっては安く

つくということがあり、かなり前から、副業

としてのフゴ作りが盛んであったことか'うか

がわれる。

それに対して、沢の場合は、明治以降、紡

績工場が各地にできて紡績莚の需要が'、えた

ときには莚を織り、それが衰えると同じ織機

を使って作ることのできるフゴにかわったこ

とをみてもわかるように、時代の要求に応じ

た藁細工を副業にしたのである。このような

時代的変化の背景には、大正末頃、莚織機か

2 人用から 1 人用になり、縄ナイ機も普及し

始め大量生産ができるように女ったことや、

製品仂ゞ問屋を通して商業ペースにのり、関連

した産業の景気が直接に影響するようになっ

たこと等があげられる。

又、織りフゴと莚は同じ莚織機で織る場合

が多く、関係が深い。河合町佐1床田のように

紡績莚や運搬用フゴを俄ると共に、モミ干し

用の厚莚を織って、各自で売りに行った所も

ある。このことから、かつての副業が厚莚や

モミ入れ用フコ'作りであった所が、時代の要

求により、場所によってはホ茄債莚や連搬用フ

ゴ作りに変化したことが1佑則できる。このよ

うな地域的変化を、近世の古文書等で明確に

していきたい。

このほか、県下でフゴを購人した事例を調

べていくと、地域によっては県外からフゴを

嚇人した所がある。例えぱ、桜井市笠等には
〔,1 11

伊賀フゴを売りに来たし、三重県との県境の

添上郡月ケ瀬村桃香野ではモミ入れ用のフゴ

は三重県上野市の荒物屋で買ったという。フ

ゴの交易圏に関してだけみても、作る人と買

う人の間に行商人や荒物屋、場合によっては

さらに問屋が仲介して交易範囲が広くなった

ことがわかったので、さらに、フゴの交易圈

の分布につぃてくわしく胴査してぃきたい。

今後は、時代的な地域の違いや交易圏等を

'、まえて、白家用、副業用を問わずフゴ類全

般につぃて続けて聞書調査を進めていき自家

用から産業用にも至るフゴの多様な利用方法

を、藁の活用のしかたの地域的特色のーつと

して把握してぃきたいと思う。

末筆ながら、胴査に御協力下さった方々に

御礼申し士.げる。

(誌])『桜 j卜 11i史』 1y'【Ⅲ1刊3、11E I'11)による

、,
[玉

/

J、

¥

,ノ

1、

f
4

、

,

"

,

^

゛

^ 、"''、^'.^

冬1、、紺ノJ

゛

.、

ミ襲§が口避
^

、 '鬼

▲ダイゴフゴ(織る)

( 8 )

^

、、..

一
一

一
一

一
、
.

、
、



゛,,・フィールドノ ト..',',,,,',,',',',"',,',.,,,,,",,,,"',,,,盲,,,,,,,,,',,,,,'.,',",,,,"',.,,,',,,,,,,,,',,',

マエビキとその職人
、

横山浩子
、

、"'..●""""'■'■■"卓......,.."...'.','""'"."厚'"'...,"."."""声"",●""■●""'.肩.,."'.""..,'.'.".'".""^"..●""""'■'■■"卓......,.."...'.','""'"."厚'"'...,"."."""声"",●""■●""'.肩.,."'.""..,".'.".'"."""^

マエビキとは、製材及び挽き割り用の一人 てみたい。

挽き大型(標準的なものは歯渡り1尺8寸、 * *

望月氏の父は、当時マエビキの産地のーつ巾1尺2寸~1尺5寸程度の大きさ)の縱挽

であった滋賀県甲賀郡の南杣村でマエビキの鋸である。木挽きが使用する鋸、ということ

透き屋職人をしていたか旧露戦争後現在住んでコビキノ立と呼んでいることもある。
し'寸ノ1 、<

でいる奈良市中清水で前挽屋左始めた(明治江戸時代初めの頃の大工書『愚f兒記』に

「木挽起之事」として 37年)。

前挽屋の第一の仕事は、マエビキの販売で大鋸ハー,鋸,二人挽也。最モ杣ハ斧

ある。このマエビキは専門の鍛冶屋により,遣,者也。小木ハ木工童二擬引力七用 、

ルニ大仏殿成ルコロ世二前挽卜云 特定の産地で作られる。このあたりでは播州ヌ犬コ.0

,物出来テ、大仏殿棟梁ハ木引十人或 も有名であったが、望月氏のところでは、そ

の出身の縁もあって扱ったものは全て江州鋸ハ三十人宛抱へ之,勤'ー

ということが見え、これによれぱ方広寺大仏 であった。このマエビキは仕入れたものをそ

殿建立(着1は天正14年)の頃マエビキが現 のまま売るのではない。生産地では、鋸の格

好に作り、歯を打ち抜いてコミ才、を打ち(ウわれたとしている。

チ屋の仕事)、スキガンナで厚みを整えた(スそしてこのマエビキは、この時期には、同

キ屋の仕事)状態まで作る。じ大型縦挽鋸として既存していたオガ(大鋸)

をやがてしのいで、それに取って替わったの 前挽屋ではこのアラス(新子一新しい鋸)と

である(縱挽鋸の歴史的なことに関しては、 呼ぱれるものを木挽に売るが、マエビキは歯

ここにくわしく述べることはできないが、例 だけに焼きを入れるという特別な焼きの入れ

えば平澤・一雄聆励などに考証されているの 方をするのでくこれを歯焼きというが、その

で参照されたい)。 方法は吉川金次氏の聆励に詳しいので参照さ

機械製材が我が国に輸入され、民間に導入 れたい).木挽はその場であさり左つけて再び

前挽屋に渡し、この歯焼きをしてもらう。ちされるようになったのは明治時代前半のこと

なみに、マエビキの歯は消耗か鴇tしく、木挽であるが、それにしたがってマエビキが漸時

は 1ケ月~ 2 ケ月に一度は歯焼きに訪れたとその必要性を失なった時、それにたずさわっ

た多くの職人達もそのすぐれた知恵と技とと いう。あさりのつけ方や目のすり方は挽く材

の質や自らのくせに合わせでその都度微妙なもに私達の前から姿を消していってしまった。

調節が必要で、その難易は歯焼きの力山咸にか今回は父子二代前挽屋であったという望月

恵太郎氏の話を中心にその職人について考え かっている。
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また前挽屋は鋸の微調整、修理をする。

いくらよい産地のマエビキでもその仕上り

はそれぞれ微妙に違い、木挽の方にも個々に

くせがあって、買った鋸そのままではただち

に使えない場合も名い。そこで注文に応じて

鋸身をさらにすいて厚みの力山咸をしたり、ツ

チでたたいてだぶらす(鋸に腰左入れて、妙

なよじれが起らぬよう胴節する)ということ

をした。

歯継ぎといって、折れた歯を継ぐ修理方法

はまず折れた部分と継ぐ部分を互いに斜めに
.'1」 1]

そいだ様な形に叩き延ぱし、弸砂と鈍の粉を

混ぜたものを問に挾んで竹へラを重ね、その

上からハシという道具をn爰めたもので挾んで

弸砂をキ齡吠に融かす。そしてへラをはずして

和紙を湿らせ炭の粉を撒い九もので歯を巻き

その上からへ'キバシで挾み、その上からさら

に 2本のヤキバシを使って圧力をかけて(こ

の時2人掛かり)頃合いをみて、素早く全て
ゴノ左上〒

をはずして鉄床の上で叩く、という手順であ

る(和紙を用いるのは、そのまま行なうと継

いだ歯がヤキバシにくっついでしまうからで

ある)。

その他望月氏の店では鋸の交換、貸し出し

も行なった。

店で自分の手に合ったアラスを見付けた木

挽の中には、自分の手元でいらなくなった鋸

数本を代わりに置いてゆく者もいた。また、

そうした中古品の鋸はさらにそれを気に入っ

た名が自分の鋸と交換してゆく、ということ

がしぱしばあった。

貸し鋸は巨木の大割りに用いる「芯切り」と

呼ぱれる特殊な大型鋸の貸し出しである。

木換の仕事は、「木挽の一升飯」という言葉

が残る程の重労働であり、また長い材を狂い

なく真直ぐ挽かねぱその値打ちを損なってし

まうのであるから、いかに良い道具=仕事の

必要に応じた調節がよくなされ、使用者の手

によく馴染む道具を乎に入れるかは、切実な

問題であった。前挽屋は、木挽達のこのよう

な要望に答え得る道貝・を整えるマエビキ専門

の店であった。奈良県内には望月氏を含めて

昭和初めまでに五軒あったという。この中に

は吉野・地域が含まれていなかったが、村の鍛

冶屋がそれに代力って歯焼き等を行なってぃ

たか、大阪や三重方面の前挽屋をたのんでい

たのかと思、う

* *

最後に木挽職人についての聴、取を紹介して

おく 0

望月氏の店では、主に市内から生駒、平群

桜井あたりで働く木挽が多かったという。

彼らは、仕事のない時は農業に従事してい

る者、または渡り職人が大半で、個々独立的

に活動していた者が多かった。

そしてその仕事はそのままでは搬出できな

い巨木の大割りや筏組みを行なう、といった

内容のものが多く、それは大低5~6人から

10人末満の寄せ集めの集団による小規模な仕

事だったようである。

農業兼業の木挽ではその什事の比重は、腕

前によってさまざまであるが、その活動範囲

は、せいぜい近畿圖内であった。

一方、専業の渡り職人はかなりの広範囲を

渡って歩いたらしく、望月氏の所にも関東や

九州等さまざまな地方出身の者が訪れたとい

い、また県内東山中には 5~6人の組になっ

て木挽がいて、前述の貸し道具の鋸在持ち北

は北海道から南は屋久島まで行ったというこ

とである。このような人々の仕事の斡旋を行

なう前換屋もあったらしい。

木換の中で比較的長く命脈を保ったのは以

上のような形態で働いていた人々であり、機

械化のあまり進ま女い小規模なところでの什

事であったからである。それで彼らの姿はつ

い最近まで見かけることができたのであろう。

このような労働形態の木挽職人の姿はおそ

らく古くからも見られたのであろうが、江戸

時代の記録にあるような、或いは機械導入以

前の木挽による大規模な製材所(例えぱ大阪

の寄せ挽のような)のあった頃とは、組織そ

の他にも変遷があったのではないかと思う。

木挽職人のことについては今後さらにくわし

く老えてみたいと思、つている。

0

(10)



V一民俗資料調査抄報勿

行者講一桜井市慈恩寺の行者講一

奈良県ドに力いて、Ⅱlkケ岳に詣でる行名洲あるい1土

111 上一伍は、今日だいぶんすたれているようであるが、か

つては名村'々に存在していたと者えて t,良い程、多数あ

つたようで島る。しかも、奈良1Ⅱ併飯殿町のように、同

講の所右1る r大峰U1上秘井b の奥書に1キ「大1Π住1南都

i系 1二郡内゛并飯殿郷山上,將ヰHヰ川芥)慶長十ーイ1606)午内午

川」月什九H」とあるところから、近世初顕に・よでに山上

,吊の存在き知りぇる。しかし、行者繍のιU木的な活

動につぃて、未ガ孝く紹介されていないようであり、そ

の理由として、行名泓の突態調査や資料二は」査が広く行b

れてぃないところに由米する。今後、多くの行名',,等の資

料の調査や保存につとめたいものである。

さて、当鮪において桜井市慈思]、寺から行者講、または

森山備と岼q士れる講から、この講に伝わる資料一式の寄

1増を受けている。その一式とは大きく分類して次のよう

役行者像締i子人り)1.

火鉢(護摩用)、鎚井丈、木魚、樂子、法螺2.

貝、数科、生令、三力、香炉、御幣、花立

て、払子・、杯、蝿燭立て

3.経本行占勤行次第他表題無し2冊

4.古記録森山講蔵祭宿勤帳、森Ⅱ」講門到川堤、大峰

七十五靡、行者問答、表内文

5.衣装行者導師衣装

6.その他幕、第イ・、ポタイソン、椅子

以上のごとく、大変よく資料かiとまっている。

古記録の最終午号は昭和39年であり、この年まで凡勤

め(2ケ月に 1 度)と蔵祭り(年2 回)行事があった。

Ⅱ月
印刷

,1 1

次に伝小の1削.斗を'河すことに1る。この,,"は村内21血1

(・H・は32,軒・)で営まれていた。,角の財1}聶が 1 反 1血久の士地

かあり、この1手貢て、1f 21川の蔵祭りを営んだ。午 2 回と

い)のは 4 j・1 7 ΠⅡV1千[n7午まで洞 3 打 7 R )と]2月7 Π

U司じく旧11月7日)のΠである。当円、当番のへ'トに'溝

員か集り、護摩を拠き、表打文や経典は'【師か'読み、

,淋貝は怯螺U、鍔杖、鈴などならし、特に経の中の山オ

ロシの"、〒はにぎゃかになる。行事力澗迩ると小豆餅を食へ

るのである。蔵祭り以外、午 61回の丹勤め(1 上1・ 3月

5 打・ 7 打・ 9月・ 11「」の 7 Π)がありこの11寺、色飯を

食した。また年1回夏には子イ共をつれて山上ケ岳・に登った。

以 f二が簡単を問取りの幸艮告である。この鍬が、いつ成

辺したのか不明であるか、行者像の底面に「天保七年甲

五H吉日、大坂北久太郎、心、才橋道五丁目大佛師荒井

左文」の銘があるところからこのころすでに講が存在し

ていたことがわかる。

註①西崎友通氏・酒井秀雄氏・谷川期春氏の御教示による。

浦西

11111111Ⅱ1111N11"11111""1111Ⅱ""1111"11111111"11111111"11111111Ⅱ1111111111北1111非1111"11」1"1111111111111"111111111111""」1""1111111111"11ι111"11Ⅱ11111111111111Ⅱ1111111111"11111111"111"111111111111111111111111Ⅱ"1111"ⅡⅡ1111"11"Ⅱ111111

★★★★おしらせ★★★★

.民俗博物館の行事予定

☆5811f] 23Π~ 593月28日

テーマ展「暦と叫勺

☆591月21日("~22日旧)体験学習'捌埀

<特集・はたおり教室>

※体験学召講座ご参加ご希望の方は、講座内容、H丁

問、受付U等々につぃての詳剤Πにつぃては当貧官へ

力問い合わせ下さい。

☆592 Π19Π~ 3 H18日の期問に民イ谷カルチヘ,一淋座

<民家コース>左開講します。

.民家コース<袿"首と城ド町のすまい>

59%,寺内Ⅲ]'の民家 奈文研松本修自氏

奈文研 1二野,邦一氏%街道筋の民泳

奈文研処汁仲嫡.氏3/ 」成ド町の民家ノ'1H

※上記の゛座は募染制になりま1ので、ご元望の

カ(全山1出席可能左方)は当鮪へ往復ハカキ(コ

ス名、住li斤、↓又γ,、 1f令、竃話番月を,祀人)

で力1↑]し込"、F さい。

勉

゛

奈 良県立民俗博物館だより V01. X NO.3
奈良県立民俗博物鮪綸条充行〒心39、Ⅱ奈良県大利郡山1Ⅱ矢州町545

25 H 発行
鞠中西文山堂

,

(表紙解説)毎年Ⅱ月7日と 1月7日に山の神まつ

りを行なう上北山村西原では、山の神さんに供才勿と

ともに賓井勿を1共える。イカダ師はイカダのミニチュ

アを、ハツリ師は、ハツリヨキではっつた角十すの ミ

ニチュアを、そして炭焼きは炭巻水引きで糸吉んでイ共

える。かつては、当屋の家から剤旦にすべての賓牛勿を

寺吉んで山の神の和]まで'凍り歩いて1寺ってい0たとい

うことである。

1983年
春07心53入3171凪]

.

▲役行者像

り'

■編集後記■

11月に人ると雨のΠか孝くなり、 1司が降るごとに少し・■つ

充さか増L た。Ⅱ月中頃の寒風は、人に寒気団のまえぷれを

つけソ'。空の色も雲も冬化粧へ仕度L はしめたⅡHも邦"、い
よいよ冬木番へと向リていく師水も、半月もすると冬打軍に

兒守られてやりてくる。今はも)、冬到来の季寸■となりた。

民俗公冏の樹水も衣什えを始め、気のY.いものはも)舸藥
しき0ている。

'カ、民俗愽1勿鮪tハⅡⅡ下句に衣什え左行ない新しい展

永に立,たか、展示竹えの小眛でキワタソのが僻'片勿で島る

ことに気イ1<、 r何故なのか」と白問1るとき、鮎戯'Y,の民

俗文化貼と111・はれる t,のと屡示占の釧!離を,惑しないbけ仁は
いかむい

しかし、この刷,剛t各なく 1ために、資十1のJ"杏研究によ,

て、民俗文化財上して性凡ることに、力しまない努力もしっ
ーコ 1'J '。

たた、この過チYて、 11会的に1村訓fむ゛じっき上たること t,

多々1,るのたか、 N俗文化吋上馴ポとの刷!航制を、ムは]介舟卜究

じ上,又一司倫める必変か1,ろう・一般じい)「文化!片」、モいう
糾念上のケカカリの小で (屯、

せ
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